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2. 報告書作成要領
3. 油性マジック（持っていれば）
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事前準備

Å貸出工具等の確認
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実験の目的

Å自らの手で電子機器の製作，及び調整等を体験

Åプロの製品作りの観点から製作体験

（QCDS を意識して製作）
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QCDS

品質(Quality)

コスト(Cost)

納期(Delivery)

安全(Safety)

：正常動作，はんだ付け要領

：秋葉原で購入する部品代

：工作2 までに「作製物」を仕上げる

：火傷（はんだ），切り傷（ニッパー）

など



製作物～光検知器～

動作

センサが反応すると，

LED の点滅＆リレーの切替

製品への応用

・自動ドア

・自動点灯照明

など

（センサが異なる可能性もある）
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LED 点滅

LED 消灯

リレー駆動



実験の流れ

Å工作実習0( １週目)
座学，予習課題の確認，シャーシの組み立て，

はんだ付け練習

Å工作実習1( ２週目)
部品の取付，スズメッキ線を使った配線

Å工作実習2( ３週目)
スズメッキ線を使った配線

品質チェック＆デバック作業

Å追加工作
３週目終了時点で作品が未完成，動作不良の場合

Åレポート提出

作品完成後の１週間後に提出
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工作0

工作1

工作2

完成？

完成１週間後
レポート提出

追加工作

No

Yes

今
コ
コ



使用工具の説明

Å使用する主な工具は工具箱に入ってます

Åp22 ～23 に工具の説明と写真掲載

ïはんだごて(次回の実験時に持参)

ïはんだ

ïはんだ吸い取り線，器

ïニッパ

ïラジオペンチ

ïピンセット

ïワイヤストリッパ

ïテスタ(次回の実験時に持参)

ïドライバ

ïスパナ（工具箱外）
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抵抗のカラーコード

部品番号 定格 カラー 計算例

R3 ，4 5.1kΩ 緑茶赤金

R5 24kΩ 赤黄橙金

R1 2MΩ 赤黒緑金

R2 3.9MΩ 橙白緑金

R6 10kΩ 茶黒橙金

R7 ，9 3.9kΩ 橙白赤金

R8 390Ω 橙白茶金

電子部品の説明 p9 参照
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W³ 21051

W³ 31024

W³ 51020

W³ 51039

W³ 31010

W³ 21039

W³ 11039

A B C D

D%][10AB C °W³=抵抗値

A=係数10の位，
B=係数1の位，
C=指数，
D=許容差



電子部品の説明 p9 参照

単位

m ミリ 10 - 3

μ マイクロ 10 - 6

n ナノ 10 - 9

p ピコ 10 - 12
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コンデンサも抵抗と同様の考え方

セラミックコンデンサの容量

部品番号 定格 型番 計算例

C1 0.1μF 104

C2 0.01μF 103

pF41010³

pF31010³

１０４Ｍ ABCD

表記を置換

D%]F[10AB C °³= p容量値

20%]F[1010 4 °³= p

20%]F[100 °= n

20%]F[1.0 °= m

P（ピコ）に注意



電子部品の説明 p6 ～8 参照
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極性のある部品と，絶縁チューブ必要部品

部品番号 品名 極性 絶縁チューブ

IC1 ～3 タイマ，コンパレータ，
NAND

○

IC4 フォトIC ○ ○

LED1 赤色発光ダイオード ○ ○

TR1 ～2 NPN 型 ○

D1 ダイオード ○

C1 ～2 セラミックコンデンサ ○

C3 ～４ 電解コンデンサ ○

熱に弱い素子は，絶縁チューブを取付



電子部品の説明 p8 参照

Å極性について(IC1 ～3)
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1:マイナス 8:プラス

IC1(μPD5555)

4:マイナス

8:プラス

IC2(LM393N)

IC3(TC74HC00)

14: プラス

7:マイナス



電子部品の説明 p8 参照

Å極性について(LED1) ・極性について(IC4)
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Å極性について(C３～４)

ANODE CATHODE

ANODE CATHODE

※内部の構造では判断できない場合
⇒足の長さ,またはテスタでの

判断が望ましい

ANODE CATHODE

ANODE CATHODE

-+

外周の白い帯側
⇒- (グランド)



自己調達部品の説明

Å秋葉原などで指定された部品を購入（教科書p15 ）
自己調達部品の注意点(※見本品を観察すること)

ïIC4 フォトICダイオード
Å見本品と同じ物を購入(型番：S9648)

ïICソケット
Å平ピン 8P ，14P

ïLED1 発光ダイオード
Å透明，赤色のLED を購入(型番：OSDR5113A)

ïTR1 ～２
Å型番：２SC1815 Y

ïセラミックコンデンサ，電解コンデンサ
Å耐圧に注意，記載の耐圧以上のコンデンサを購入

ï抵抗器
Åカーボン抵抗(炭素皮膜抵抗)1/4W を購入

ïVR1 半固定抵抗器
Å見本品と同じ物を購入(型番：GF063PB503(50[ kΩ]))
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予習課題の説明

Å来週までに予習を必ず実施
※すべてレポートの添付資料とすること

ï購入部品の標本化
Åレポート用紙などに購入部品をテープで貼付けて，部品名，部品

番号，型番，色などを記入

ïプリント配線版組立図(作成要領p3)
Å極性・型番・抵抗の色等を自分で分かり易いように記入(次ページ)

ïシャーシ組立図(作成要領p6)
Åシャーシ組立図の番号に対応する部品名を支給部品一覧(教科書

p16) を参考にして記入

ï製作方法
Å教科書p29 の製作方法を読み，考察を加えてまとめる

レポート用紙に記入

ï製作日誌(作成要領p1)
Å実習日ごとに，作業内容とそれに対する考え，感想，

工夫点等をレポート用紙に記入
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橙 茶金
390[Ω]

赤黒緑金
2[MΩ]

A

K

足長

A K

+

-

+

-

橙 緑金
3.9[MΩ]

+

-

+

-+

-

104
0.1μF

103
0.01μF

足長
絶縁

チューブ

絶縁

チューブ

プリント配線板組立図 書き込み例(途中)

絶縁

チューブ

絶縁

チューブ

絶縁

チューブ



レポートの説明

Å工作実習 報告書作成要領 注意事項抜粋

本実験のレポートは上記資料に従って作成すること

ï2.(5) 回路図②
Åテキストp12 か，要領p5 に記載の回路図を手描きする

ï2.(6) 製作日誌
Å毎週，実験終了後なるべく早く書く（忘れないうちに）

Å最後の実験終了時に，全体を通じて感じた事，学んだ事，
「情報通信工学科の学生としての考え」を必ず書くこと

ï2.(7) 動作確認②
Å動作不良がなかった場合は，記載しなくてよい

ï2.(9) 添付資料①
Å予習課題は全て添付すること
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支給部品の確認

Åテキストp16 の支給部品一覧を参考に数量確認

ï未配布部品
ÅB1 電池ボックス 次週配布

ÅRLY1 パワーリレー 次週配布

ÅW1 ～4 軟銅線 次週配布

Å はんだ 工具箱

ï部品袋外部品
Åシャーシ

Å荷札

Å基板
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事前準備

Å基板への書き込み

ï作業効率アップのために何処に部品が入るかを記入
1. 基板，油性ペン(貸出可)を用意

2. 基板に油性ペンで部品の位置を書き込む（参考:教科書p10 ）
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シャーシの組み立て p5 参照

Å見本と下記の図を参考に組立て

トグルスイッチ 1 袋(※1個部品が余る)

ターミナル 赤黄黒
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はんだ付けの練習 p17 参照

Åリン青銅板への点はんだ付け

Step1 材料の加熱 良いはんだ付けとは

Step2 はんだの供給 ①完全に癒着

Step3 はんだの定着 ②表面が滑らかで光沢

※安全の為,作業中は保護メガネを着用
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線材の加工 p18 参照

Å線材の加工「はんだメッキ処理」

①ワイヤストリッパ（1.0 の穴を使用）

②20mm 程度で切り，被覆を捻りながら除去

③被覆の根元から，はんだメッキ処理
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次週の持ち物

Å予習課題
ï購入部品の標本化
ïプリント配線版組立図(作成要領p3)
ïシャーシ組立図(作成要領p6)
ï製作方法(テキスト工作実習p29)
ï製作日誌(作成要領p1)

Å全ダウンロード可能資料
ï工作実習0(1/2)
ï工作実習(1/2)
ï工作実習(2/2)

Å蛍光ペン
Åはんだごて
ï動作確認をしてくる事

Åテスター
ï動作確認をしてくる事
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